
■
松
原
の
危
機
と
再
生
へ
の
取
組

　
森
林
と
し
て
の
松
原
を
み
た
場
合
、
昭
和

30
年
代
ま
で
は
入
林
者
の
増
加
や
燃
料
と
し

て
の
松
葉
の
利
用
な
ど
、
過
剰
利
用
に
よ
る

森
林
の
劣
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
活

様
式
の
変
化
に
よ
り
、
松
葉
か
き
も
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
か
ら
は
次
第
に
広
葉
樹
の
侵
入

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ツ
は
陽

樹
で
あ
る
た
め
、
広
葉
樹
の
侵
入
が
進
ん
で

林
内
の
光
環
境
が
悪
化
す
る
と
、
稚
樹
が
成

長
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
昭
和
50
年
代
後
半
〜
60
年
代
初
め
に
か
け

て
地
元
敦
賀
市
の
要
望
を
受
け
て
広
葉
樹
の

伐
採
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
マ
ツ
の
植
栽
や

松
く
い
虫
防
除
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
松
く
い
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て
は
、

薬
剤
の
地
上
散
布
や
樹
幹
注
入
、
枯
死
木
の
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気比の松原１００年構想　

■「
気
比
の
松
原
」の
歴
史

　
気
比
の
松
原
は
、
古
く
は
気
比
神
宮
の
庭

園
と
し
て
、
近
世
に
お
い
て
は
小
浜
藩
有
林

と
し
て
禁
伐
等
の
森
林
保
護
施
策
が
行
わ
れ

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
２
年
の
版
籍

奉
還
に
よ
り
国
有
林
に
な
っ
て
か
ら
は
、
潮

害
防
備
保
安
林
の
指
定（
明
治
35
年
）、
松
原

公
園
の
開
設（
明
治
41
年
）、
名
勝
の
指
定

（
昭
和
3
年
）が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
気
比

松
原
国
有
林
施
業
計
画
の
樹
立（
昭
和
８
年
）

な
ど
に
よ
り
、
保
全
と
活
用
に
向
け
た
取
組

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た（
写
真
２
、３
）。

　
一
方
で
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
造
船
用
材

と
し
て
マ
ツ
が
伐
採
さ
れ
た
り
、
航
空
機
用

燃
料
と
し
て
松
根
油
の
採
取
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
学
校
用
地
や

住
宅
地
等
と
し
て
活
用
さ
れ
、
松
原
の
面

積
は
明
治
期
の
約
76
ha
か
ら
約
32
ha
に
減
少

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

－クロマツとアカマツのおりなす
白砂青松の松原の再生－

国有林野事業の取組

　
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る﹁
気け

ひ比
の
松
原
﹂︵
写

真
１
︶は
、
日
本
三
大
松
原
の
一
つ
で
あ
り
、

名
勝
、
若
狭
湾
国
定
公
園
、
保
健
保
安
林
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
な
ど
に
指
定
さ
れ

て
い
る
東
西
約
1
㎞
、
南
北
約
4
0
0
m
の

国
有
林
で
す
。
気
比
の
松
原
は
文
化
的
価
値
、

観
光
資
源
、
森
林
散
策
の
場
と
し
て
重
要
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
潮
害
防
備
保
安
林
と

し
て
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
役
割
を
持
っ

て
お
り
、
海
岸
の
マ
ツ
林
と
し
て
は
珍
し
く
、

ア
カ
マ
ツ
が
多
く
生
育
し
て
い
る
と
い
う
特

徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は﹁
気
比
の
松

原
﹂が
抱
え
る
問
題
と
そ
の
再
生
へ
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

写真１

写真3
昭和初期の松原

（出典：「ふるさと敦賀の回想」(敦賀市、昭和62年)）

写真2
明治初期の松原

（出典：「敦賀十勝」（益田伸芸・内海元紀、明治7年））

気比の松原
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し
て
将
来
に
残
し
て
ほ
し
い
。」と
い
う
熱
意

に
接
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
の
3
本
柱
と
し

て
、
①
松
く
い
虫
対
策
の
継
続
・
徹
底
、
②

広
葉
樹
の
除
去
、
③
マ
ツ
の
密
度
調
整（
現

在
3
0
0
〜
1
0
0
0
本
/
ha
あ
る
密
度

を
将
来
的
に
2
0
0
〜
4
0
0
本
/
ha
に
す

る
）を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
植
生
遷
移
の

進
行
を
押
し
と
ど
め
マ
ツ
の
生
育
に
適
し
た

環
境
に
戻
す
べ
く
、
一
般
市
民
の
方
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
落
ち
葉
か
き
な

ど
の
管
理（
写
真
４
）に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

■「
気
比
の
松
原
1
0
0
年
構
想
」

　
福
井
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の

取
組
を「
気
比
の
松
原
1
0
0
年
構
想
」と
名

付
け
、
本
年
2
月
23
日
に
敦
賀
市
で
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催（
写
真
５
）を
は
じ
め

と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
積
極
的
な
情
報
提

供
な
ど
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
気
比
の
松
原
1
0
0
年
構
想
」で
は
、

「
ク
ロ
マ
ツ
と
ア
カ
マ
ツ
の
お
り
な
す
〞白
砂

青
松
の
松
原
〞の
再
生
」を
整
備
管
理
基
本
方

針
と
し
て
掲
げ
、
具
体
的
に
は
、「
海
辺
の

ク
ロ
マ
ツ
ゾ
ー
ン
」「
気
比
の
ア
カ
マ
ツ
ゾ
ー

ン
」「
内
陸
の
ア
カ
マ
ツ
ゾ
ー
ン
」に
区
分
し

（
図
３
）、
ゾ
ー
ン
ご
と
に
樹
林
密
度
の
調
整

や
広
葉
樹
除
去
の
強
度
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
全
域
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、
松
く
い
虫

防
除
、
腐
植
層
形
成
の
抑
制（
落
ち
葉
か
き
、

下
草
刈
り
）、
天
然
生
稚
樹
の
育
成
な
ど
を

り
、
か
つ
重
要
な
景
観
で
あ
る
松
原
を
残
し

て
い
く
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
基
本
方
針

を
樹
立
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
各
種
調
査
、
検
討
を
行
い
、
松
原
が
現
在

抱
え
る
問
題
点
と
し
て
、
松
く
い
虫
に
よ
る

枯
損
、
広
葉
樹
の
著
し
い
侵
入
、
高
い
樹
林

密
度
、
風
雪
害
に
よ
る
倒
伏
・
幹
折
れ
、
根

の
成
長
異
常
等
を
明
ら
か
に
し（
図
１
、２
）、

ま
た
市
民
の
要
望
と
し
て「
松
原
を
松
原
と

図１
樹林密度が高く樹冠が小さい林分広葉樹が侵入する林分

図２

伐
倒
駆
除
に
よ
り
、
継
続
的
に
防
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
再
び
広
葉
樹
の

増
加
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
年
間
２
０
０

〜
３
０
０
本
の
マ
ツ
が
松
く
い
虫
被
害
等
に

よ
り
枯
死
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
福
井
森
林
管
理
署
で
は
、
平

成
24
年
度
に
研
究
機
関
、
行
政
機
関
、
地
元

団
体
等
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

地
元
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
保
安
林
で
あ

写真５
気比の松原100年構想シンポジウムの様子

写真４
市民による落ち葉かき

気比の松原ゾーニング図

図３

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
元
に
お

い
て
も
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
松
原
の
保

全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
運

が
高
ま
り
、
７
月
に
は
協
議
会
も
結
成
さ
れ

ま
す
。

　
今
後
も「
国
民
の
森
林
」と
し
て
、
地
域
に

親
し
ま
れ
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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